






: Construction of an attitude scale and categorization　　　　　　　　　　　　  　
　The purpose of this study was to construct an “Attitudes towards TV” scale and 
perform an analysis. 600 users of web monitors participated in the research. The 
responses were analyzed using factor analysis, and the following six factors were 
extracted: “Pseudo-communication,” “Information gathering,” “Habitual watching,” 
“Skepticism in TV,” “Seeking Entertainment,” “Selective watching.” Using cluster 
analysis, the participants were divided into four categories: “Familiar audience,” 







































































































































在住の 600 名（男女各 300 名，20 代・30 代・40 代・50 代以上が 75 名ずつ，
平均年齢 40.3 歳，SD=12.26）







20 項目（諸井，1991），「KiSS（Kikuchi’s Social Skill）-18」18 項目（菊池，


























疲れが癒される .802 -.006 -.039 .044 -.059 .003
テレビに登場する人に親近感を感じる .766 .011 -.135 -.028 .052 .079
テレビを見ていると、日常生活を忘れ
ることができる .760 -.088 .002 -.012 .008 .111
テレビを見ていて、たまっているスト
レスを発散する .759 -.029 -.008 .035 .000 .040
見ていると何となく疲れが休まる .728 -.068 .116 .008 -.047 .002
テレビを見ていて、元気をもらったよ
うな気になる .700 .099 -.028 .014 .058 -.017
テレビを見ることは、他の何をするよ
りも楽しいことだ .681 -.147 .237 -.025 -.095 -.036
バラエティ番組に出ているタレントを
身近に感じる .642 -.075 -.068 -.079 .239 .109
テレビ番組の中で展開されている世界
に没入する .637 .028 -.067 .053 .099 -.065
話し相手の代わりになる .608 -.159 .202 -.021 -.109 .101
他の番組のことや、出演者の情報を重
ね合わせながら見る .607 .029 -.022 .032 -.025 .239
現実にはできない経験が味わえる .521 .312 -.137 .074 .001 -.008
テレビを見ると、自分の価値観や考え
方が間違っていないことを確認できる .505 .125 -.012 -.098 -.055 .112
ハラハラドキドキできる .503 .198 -.041 -.032 .106 .011
テレビを見ていて、あんな恋愛がして
みたいと思う .498 .039 -.012 -.077 .094 .103
共感できる .486 .304 .066 .001 .041 -.051






くある .443 .222 .138 .069 .065 -.065
テレビを見ながら、笑ったり、泣いた
り、さまざまな感情を味わう
.404 .322 .015 .007 -.009 -.072
役に立つ情報が得られる .005 .830 -.068 -.054 -.048 .079
日常生活に役立つ知識を与えてくれる -.014 .819 -.062 -.104 -.016 .068
ためになる知識が得られる .030 .811 -.023 -.088 -.049 .054
世の中の出来事がわかる -.182 .793 .035 -.023 .054 -.076
テレビによって、社会のことや、世の
中のことを知ることができる -.061 .787 -.018 .006 .032 .007
世間の出来事を知らせてくれる -.154 .770 .059 .071 .053 -.011
毎日の生活に欠かせない情報が得られ
る .121 .590 .176 -.020 -.063 .043
教養を高めてくれる .229 .563 -.045 -.007 -.132 .013
いろいろな意見が聞ける .281 .494 -.064 -.037 .020 -.007
教育的にためになる .265 .465 -.019 -.061 -.118 .026
テレビを見ていて、世の中には許せな
い人がいると感じる .042
.464 .009 .280 -.075 .004
家に帰るととりあえずテレビをつける -.072 .017 .867 -.021 .007 .008
ふと気づくとテレビをつけっぱなしに
している -.025 -.021 .827 -.028 .021 .139
なかなかテレビを消すことができない .138 -.121 .765 -.042 -.027 .020
テレビがついていないと落ち着かない .223 -.138 .727 -.054 -.078 .012
見るのが習慣になっている -.051 .234 .698 .000 .060 -.052
ただ何となくテレビを見ている -.079 -.074 .562 -.013 .076 .386
テレビを見るのは大切な生活の一部に
なっている .254 .161 .542 .047 -.017 -.149
テレビなしでは楽しく暮らしていけな
いような気がする .346 -.021 .524 .044 .002 -.185
テレビを見ながら他のことをする（読
書、電話、家事など） -.303 .212 .520 -.004 .026 .264
テレビをつけておいて、気になったと
きだけ目を向ける -.093 .075 .501 -.013 -.002 .392
テレビは水や空気のようなものだ .247 -.095 .489 .089 .043 .011
もしもテレビが壊れたら代わりにする
ことがなくて困ると思う .380 -.101 .489 -.019 -.041 -.091
テレビを見るのは大好きだ .215 .212 .478 .055 .051 -.193
テレビをひとりで見ることが多い .006 -.031 .414 .038 .005 .047
ニュース・報道番組も、情報操作され
ているのではないかと疑っている .105 -.200 -.009 .739 .015 .021
バラエティ番組にはウソも含まれてい
る -.022 .019 -.085 .700 .069 .032
ニュース・報道番組が伝えていること




とがたくさんあると思う -.157 .234 -.014 .621 .085 .052
バラエティ番組は、ほとんどやらせだ
と思う -.006 -.079 -.071 .586 -.105 .087
バラエティ番組は演出が見え透いてい
る .037 -.006 .009 .567 -.239 .121
最近のニュース・報道番組は娯楽的だ
と思う .053 -.104 .087
.557 .026 -.015
バラエティ番組にやらせが含まれてい
ても、面白ければよい .045 -.111 .008 -.001 .847 .013
演出だと分かっていても、番組が面白
ければよい .052 -.024 .018 -.028 .786 -.016
バラエティ番組は、真実でなくてもよ
いと思う .008 -.063 .011 .069 .697 -.021
バラエティ番組では、面白さが一番重
要だと思う .093 .084 .010 -.036
.566 .101
頻繁にチャンネルを変え、そのときど
きで面白そうな番組を探す .109 .091 .119 .022 .061 .589
ひとつのチャンネルを見続けていられ
ない .307 -.105 -.004 -.029 -.052 .552
番組を通しで見るのではなく、見たい




-.021 -.023 .062 .131 .070 .432
固有値 17.51 4.47 4.13 2.21 2.11 1.80 
M／項目数 2.82 3.63 3.12 3.77 3.05 3.12 
SD 0.69 0.60 0.84 0.62 0.89 0.73 
















疑似的コミュニケーション - .612*** .682*** -.148*** .457*** .221***
情報収集 .612*** - .471*** .050 .285*** .168***
習慣的視聴 .682*** .471*** - .014 .449*** .350***
テレビへの懐疑 -.148*** .050 .014 - -.056 .222***
エンターテイメント性希求 .457*** .285*** .449*** -.056 - .223***




























































































































































































































































































































































































ンガ；M=2.36, SD=0.69, α =.544），「ワイドショー・音楽」（朝や日中の
ワイドショー，歌番組・音楽番組；M=2.32, SD=0.78, α =.641）の 5 因子
構造と判断した。テレビに対する態度の下位尺度 6 因子と嗜好している番














疑似的コミュニケーション .097* .395*** .119** .372*** .408***
情報収集 .287*** .275*** .267*** .205*** .360***
習慣的視聴 .129** .378*** .077 .362*** .387***
テレビへの懐疑 .184*** -.039 .169*** -.012 -.065
エンターテイメント性希求 -.059 .329*** -.079 .196*** .243***











疑似的コミュニケーション -.096* -.008 .067
情報収集 .014 -.225*** .202***
習慣的視聴 -.125** .095* .021
テレビへの懐疑 .161*** -.018 .087*
エンターテイメント性希求 -.086* .040 .021






疑似的コミュニケーション .284*** -.078 -.083*
情報収集 .283*** .031 -.073
習慣的視聴 .443*** -.138** -.004
テレビへの懐疑 -.031 .052 .059
エンターテイメント性希求 .138*** -.154*** -.048
選択的視聴 .011 -.033 -.041
Table 5.　メディア接触とテレビに対する態度の相関
*p<.05　**p<.01　***p<.001
論理的思考 探究心 客観性 証拠の重視
疑似的コミュニケーション -.021 .070 .000 .061
情報収集 .093* .252*** .188*** .238***
習慣的視聴 -.054 .037 -.028 .087*
テレビへの懐疑 .138*** .281*** .157*** .315***
エンターテイメント性希求 -.065 -.014 -.028 .019














































3 ～ 5 クラスタに分類し，クラスタを独立変数，テレビに対する態度の下
位尺度得点を従属変数とする一元配置分散分析を行い，もっともクラスタ





第 1・第 3 クラスタに比べて，第 2 クラスタにおいて年齢が低かったが，
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